
 

 

豊中市 PTA 連合協議会と豊中市教育委員会と情報交換会 議事概要 

 

開催日時：7 月 21 日（火）19 時～20時10分 

開催場所：豊中市役所第 2 庁舎 3 階会議室 

出  席 者：（豊中市ＰＴＡ連合協議会（以下、「連Ｐ」という）） 

     吉田会長（庄内さくら）、藤井会長代行（四中）、坂本会長代行（新田南）、 

高橋会計（豊島西）、町田広報委員長（上野）、西田広報副委員長（桜井谷）、 

山本副会長会委員長（十四中）、松田生活安全委員長（十一中）、 

三浦生活安全副委員長（庄内西）、瀬川副会長（豊島北） 

（豊中市教育委員会（以下、「市教委」という）） 

小野事務局長、道上教育監、大澤課長、岸田主幹、佐々本主査 

 

〇情報交換会次第 

１．吉田ＰＴＡ連合協議会会長あいさつ 

  吉田連Ｐ会長から、挨拶があった。 

 

２．道上教育監あいさつ 

  道上教育監から、挨拶があった。 

 

３．自己紹介 

  市教委から、順番に挨拶があり、引き続き、出席のあった連Ｐ役員から、自己紹介が

あった。 

 

４．今後の学校行事について（教育委員会から説明） 

  道上教育監から、令和２年６月３０日付市教委名で豊中市立小中学校保護者向けに配

布された文書について、以下のとおり説明があった。 

 

 ・６月３０日（火）に（臨時の）校長会議を開き、実施の可否について議論を行った。

昨今の新型コロナウイルス感染症の拡大状況等に鑑み、修学旅行等宿泊を伴う行事は

中止することとした。 

・今回の中止の判断にあたっては、学校側から、今後の授業や修学旅行等を含む行事の

進め方について相談があり、特に修学旅行の実施時期や、現場の下見、宿泊施設等の

キャンセル等から、早急に判断する必要が生じた。 

・4 月から月 2・3 回程度校長会を開催しているが、今後の見通しとして、修学旅行等の

宿泊を伴う行事の開催は現時点では厳しい旨、教育委員会から各校長に口頭で伝えて

いた。 

・宿泊を伴う行事を実施した際に、宿泊先で先生や児童・生徒に発熱等の体調不良が生

じた場合、従前どおりの対応ができるのか、また、発生した時の児童・生徒の不安や



 

 

保護者に宿泊施設まで迎えに来ていただく事、管轄する保健所等との調整や学校側の

混乱等を考えると、実施する判断が出来なかった。 

・豊中市では、これまで途切れる事無く修学旅行を実施してきたが、今回実施しないと

なると、保護者や子ども達への影響は相当にあると考えられることから、 代替案とし

て、日帰りとなるが充実した体験旅行を実施することとし、近場であれば、体調不良

者の発生等何かあった時は、これらの対応が出来ると判断し決定した。 

 

５．事前質問の回答及び質疑応答 

１）各ＰＴＡから出た事前質問等及び直接教育委員会にあった意見について 

 以下の３点について問い合わせがあった。 

⓵他市はまだ検討中の市町村もあるが、６月末の決断は早いのではないか。 

  子供達の安全、特に、宿泊先でコロナに感染した時にどう対応できるのかが最終的な

判断となった。他市とは判断のポイントが違い、豊中市としての判断をおこなった旨、

説明があった。 

⓶近隣他市は修学旅行等の宿泊を実施すると聞いているが、豊中市だけ中止の決定は不公

平ではないか。 

   市教委から、豊中市の各小中学校の児童・生徒数が他市に比べても多いため、感染リス

クに鑑み中止とした旨、説明があった。 

⓷豊中市内一律の決定ではなく、学校独自に校長の判断で実施できないのか。 

  今回の修学旅行等の宿泊を伴う行事は中止としたが、体験旅行については、各学校の

判断に任せている旨、説明があった。 

 

２）広島に行っている小学校の平和に関する修学旅行の趣旨について 

 市教委から、基本は学校毎にどういう目的を持って修学旅行を実施するかを任せている

が、豊中市は人権を大切にする街との趣旨から、全ての小学校が平和教育を学びに広島に

行っている。また、新型コロナウイルス感染症の感染状況に鑑み、修学旅行等の宿泊を伴

う行事に代わるものとして、近畿圏でなんとか代わりになるものを探すのか、子ども達の

意見を聞き取りながら、学校側で考えてもらいたいと思う。ただし、学校教育課が窓口に

なるので、学校現場の管理職と連携して取り組んでいきたい旨、説明があった。 

 

３）市教委の対応について 

役員から、今回の通知は、市教委の責任等各学校の校長に丸投げではとの意見がある旨、

発言があった。 

 これに対し、市教委から、以下のとおり説明があった。 

・今回の保護者あての通知に連絡先、学校教育課の教育課程係を入れている。ご意見等

については当該連絡先へ入れてほしい。市教委側で説明をする。 

・先ほどの市教委に入った意見以外で把握しているものは、「子ども達に対してどのよ

うに謝罪をするのか」との意見が届いているが、一方で「決断をして頂いて良かった」



 

 

という意見もあった。 

・今後も、連Ｐ役員の方に問い合わせが入っても当然答えられないので、市教委事務局

に連絡いただければ、当該対応は市教委で行う。また、学校長や管理職に入った話も、

そこから市教委の方につないでもらうことも可能である。 

 

また、役員から、今回の通知について市教委から事前に連Ｐや単Ｐに相談がなかったと

の発言があり、このようなやり方では今後の関係性にも影響が出かねない状況である旨、

報告があった。 

 

６．今後の対応について 

１）連Ｐと市教委との連携について 

 市教委から、子ども達若しくは教育行政のことについて、市教委と連Ｐとで情報共   

有ができる場の構築や、連Ｐから出た意見等の検討等、今後の連携は何らかの形で必要で

あると、吉田会長と本情報交換会前の事前打ち合わせにおいて打ち合わせた旨、説明があ

った。 

吉田連Ｐ会長から、過去はともかく今回の件も含め、事前に連Ｐに相談があれば役員で

協議などを行い、ある程度納得をした上で各小中学校のＰＴＡ会長に周知することで対応

はずいぶん違っていたと思う。ここにいる役員は全て今回の対応に追われており、受けた

質疑・苦情等をどこに相談等すればよいのかさえ判断できない状況であった旨、発言があ

った。 

 

２）連Ｐとの情報交換会の開催について 

 連Ｐから、今回の修学旅行等の宿泊を伴う行事の中止は連Ｐに事前の相談も無く保護者

宛に通知されているが、今後種々の事を進めていく上で、双方の情報交換・共有が必要で

あると考えるため、定期・不定期を問わず必要に応じて情報交換会の開催が必要である旨、

要望があった。 

これに対し、市教委から、情報共有・情報交換をやっていきたい旨、回答があった。 

  

７．その他 

１）運動会について 

 市教委から、運動会における団体競技の実施について、以下の説明があった。 

・運動会についての記載で団体演技を中止とある。様々な場面が想定されるが、密にな

る団体演技についてしない。ただ、団体競技についても工夫次第で出来ることを検討

し、様々なことをしてほしいということを学校に伝えた。 

・各学校の生徒数児童数やグランドの広さはバラバラなので実態に即した形で実施して

ほしい。何もできないということではではない。 

 

２）ギガスクールについて 



 

 

市教委から、当初ギガスクールの整備を５年計画で進める予定であったが、１年ですす

めることとなった。中3、小6の順番に整備し、今年度末には小学校1年にも配っていくこ

ととし、当該スケジュールを紙媒体で各ＰＴＡに周知して、ICTを使った取り組みを同じ方

向性で進めていきたい旨、発言があった。 

役員から、ICTの実施にあたり、先生の中で顔出しNG の方がいらっしゃる。子ども達を

教える立場の人間が、教えるにあたり顔出しＮＧというのはいかがなものかと考える。こ

のような事例もあることを情報共有させていただいた旨、発言があった。 

連P会長から、ギガスクールのことも連P役員にお伝えしたが、大阪府のPTAの方に行か

せていただき、豊中市がどんな状況なのかインターネットで調べたところ、市長を中心に

すごくまとまって話を進めているのが市HPに載っており、豊中市もこうして進めているの

だと思いました。そういうところもよい情報だが、今までそういった情報のやり取りがな

かった事に驚いている。せっかくの連Pなので、市教委がもっと連Pを活用してくれたら僕

らはどんどん各単Pへ情報共有していく。そうすると現場の単Pの会長さんも連Pを担って

いるブロック長も助かるので、ぜひたくさんの情報を共有していただきたいとの発言があ

った。 

 

３）連 Pについて 

・役員から、ブロック内の全校で PTA の会員から「連Ｐとは何か」についてアンケート

を実施している旨、報告があり、集計途中ではあるが、豊中市との連携や他の小学校

との交流、情報交換が連 P の在り方ではないか等の意見がたくさんあった。私の学校

はプロジェクト制をとっており、毎年 PTA が存続するかを問うている。今後、連 P の

会議を定期的に開催し、具体的にどう動いて行くか等について会員に伝える事により、

連 P の存在意義が示せるものと考えている旨、説明があった。 

 ・役員から、以下の発言があった。 

去年度ブロック長をしたが、連Ｐは無くてもよかったと思う。正直全く意味のない

会と思いながら 1 年過ごした。このような情報交換会もなく、毎年やる宴会や研究大

会のために集まり、各単 P が困っていることや保護者の意見を市教委に伝える機会も

なく、議案を収集することもなく、単 P の運営委員会の方が議論されているのではな

いかと感じた。その結果、保護者の方は市教委に対して全く信頼はない。今回コロナ

のことで余計それが大きくなったと感じる。意見や問い合わせを学校の方にしても市

教委の指示がないと動けない。 

「他市は関係ない」ではなく、いいところは他市を真似したほうがいいと思う。子

どものことを考えて良くしようと思うのであればそういうことは必要だと思う。 

今回の市教委から配布された文書を見る限りでは、市教委が何か考えているように

思えない。決断が早すぎるのもある。もうちょっと考えられるのではないのかと言う

意見が多い。 

豊中市はホームページの中で全学校広島に行きますとうたっている。子どもからは、

原爆資料館が怖すぎて毎年泣く子もいるが、一生懸命教えてもらう中で、広島に行け



 

 

なくて残念だという声があり、そういう話も事前にあれば何かできたのではないか、

そういうための会であればということを思う。 

今日も 1 日、保護者の方からの対応をしていた。毎年プール開放で予算があったと

思うが、今緊急で熱中症っぽい子も出ているという話がある。とりあえずＰＴＡの方

で緊急的に学年 20 本の水を入れ、足りなくなったりした子どもには、補充してほしい

という話を明日の職員会議で先生達にお願いしようと思っている。教育委員会でプー

ル開放事業の予算で対応するなど、夏休みの期間に入っているので、そういうことも

考えほしい。 

 

・教育委員会から、今の水分の部分については、前向きに取り組んでいきたい旨、回答

があった。 

 

・連Ｐ会長から、以下の発言があった。 

   連 P 会長という立場をはずして個人的な意見で言うと、僕自身はこんな状況なので

自分の子どものことを考えたら豊中市の判断は間違ってなかったと思うし、豊中市や

現場の校長先生が決めたことであればそれに従う。 

あるというのが当たり前ではないという事をわかってくれたらこれも教育だと思う。

豊中市の子どもに、今後の成人式で、市長や教育委員会からあの時我慢してくれてあ

りがとうの一言が、そういった形でねぎらいや、卒業式でも一言かけてくれれば彼

ら・彼女らも救われると思う。 

やるんだったらしっかりと現場のPTAの会長の役に立てるようなチームにしたい、

役員の皆さんは熱い方ばかりで教育のことを熱心に考えている。PTAと教育委員会と

一緒になって進んでいかなければならない。こんな時期だからこのメンバーが集まっ

ていると思っている。個人の思いとして教育委員会と両輪として一緒に諸活動を回し

ていきたいと思っている。



 

 

 


